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１ はじめに（後篇） 
この【教育実践報告】の「前篇」の様に、私は平成 13 年（2001 年）4 月から平成 16 年
（2004年）3月にかけて、東京都の小笠原村立小笠原中学校の校長として赴任していた。 
拙稿「前篇」においては導入期における「総合的な学習の時間」の小笠原小学校と中学
校での実践の概要について述べ、「後篇」においては、私の在任期に可能となった中学校２
年生の移動教室としての「硫黄島訪島事業」と小笠原特有の伝統芸能「南洋踊り」（東京都
無形民俗文化財）の来歴と、学校教育における伝統文化の継承の様子について報告したい
と思う。 
小笠原諸島は、太平洋戦争後、米軍により占領されていたが、昭和 43年（1968年）には
日本に返還され、現在は東京都の小笠原村となっている。米軍占領時代には、父島に「ラ
ドフォード提督学校」というアメリカンスクールが設立され、英語を中心とした授業が行
われていた。 
返還後は父島には小笠原村立小笠原小学校と小笠原中学校及び東京都立小笠原高等学校
の三校、母島には小笠原村立母島小中学校が一校設置されている。 
私の着任した平成 13年（2001年）には、小笠原中学校の生徒は 51名、教職員は 15名と
いう小規模な学校ではあったが、海の見える丘の上の素晴らしい環境の中にあり、導入期
における「総合的な学習の時間」の実施課題を追求するためには絶好の教育環境にあった。 
 小笠原小学校と小笠原中学校は、小笠原における伝統文化や教育資源、東京都の遠隔
地ならではの特色を生かしながら、「総合的な学習の時間」の実践を連携して進めていっ
た。前篇でも触れたように、いくつかの学習課題を設定し様々な実践を行ったが、その一
つが地域の歴史的特性を踏まえた｢平和教育｣であり、小笠原の伝統文化の継承である。 
 
２ 硫黄島訪島事業 
 
（1）小笠原の戦跡と平和教育 
小笠原諸島には、今でも亜熱帯の
深い密林の中や美しい海岸地帯など、
その至る所に太平洋戦争当時の戦争
の傷跡が残されている。戦争末期、
小笠原諸島に迫りくるアメリカ軍よ
り日本の領土である島々を防衛する
ために、それぞれ全島規模での要塞
化がすすめられ、いたるところに防
空壕や高射砲陣地などが作られていた。今でも密林の中にはそうした当時の遺跡が残され
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ており、墜落した戦闘機などの軍用機や沈められた軍艦の残骸などが残されている。 
硫黄島と異なり、父島は上陸戦の対象となることはなかったが、何度かの空襲による被
害や、日本軍の命令による強制疎開を経験したり、戦後島民はアメリカ軍の占領政策のた
めに、長い間、生まれ故郷のこの島を離れなければならなかったという悲しい歴史を経験
している小笠原村は平成 7年（1995年）8月 15日に『平和都市宣言』を発し、「平和教育」
を村の教育の重要な課題としているのはそのためである。 
小笠原では現在、観光客を相手に様々な｢自然体験ツアー｣などが行われているが、その
一環としてで｢戦跡ツアー｣が行われ、多くの観光客が激しかった戦争の様子について村の
ガイドから説明を受け、戦争被害についての理解を深めている。小・中学校においても小
笠原および硫黄島の島民から戦争体験から学び、それを語り伝えていくために｢平和教育｣
を重視し、その一環として、島内の戦跡を回ることを大切にして毎年実施にしている。 
 
（２）硫黄島をめぐる攻防 
特に小笠原村管轄にある「硫黄島」は、父島の
南約 200 数 10 キロのところにあるが、太平洋戦
争中最大の激戦地として世界的にも有名な島で
ある。アメリカ軍の戦略爆撃機 B29は、さらに南
方のグアム・サイパンなどの基地から日本本土に
向けて充分な燃料を搭載して往復飛行すること
が可能であった。しかし戦略爆撃機を護衛するた
めの小型戦闘機の燃料を補給するためには軍事
的な中継基地が必要となり、硫黄島がそのための
重要な拠点として狙われるようになった。 
その結果、日本軍とアメリカ軍による大規模な硫黄島での争奪戦が行われ、激しい戦闘
の結果 ２万 7 千名以上の日米の将兵の生命が失われ、いまだに多くの英霊の遺骨が収集
されないまま現地に残されている。 
 
（３）硫黄島訪島事業 
小笠原村では硫黄島の旧島民が中心となって定期的に 
「おがさわら丸」などで硫黄島を訪れ、地下に眠る将兵や
徴用された島民の遺骨収集作業をし、定期的に慰霊祭を実
施してきた。 
従来、現地での慰霊祭などには、定員内であれば中学生
も一般島民と一緒に参加することも許されてはいた。 
しかし、これは村の行事なので教育課程外の扱いである
ことと、教職員は管理職１名のほかに教員１名のみしか参
加が許されず、「平和教育」を一層推進する上で生徒への指
導体制にも問題があった。 
しかし旧島民など関係者の中で、遺族の高齢化などに伴い、若い世代に「硫黄島の悲劇」
『故郷の廃家』  （文部省唱歌） 
   作詞/犬童球渓  作曲/ヘイス 
1  幾年（いくとせ）故郷（ふるさと） 
来てみれば 
  咲く花 鳴く鳥 そよぐ風 
  門辺（かどべ）の小川のささやきも 
  なれにし昔に変らねど 
  荒れたる我家（わがいえ）に 
  住む人絶えてなく 
  
２ 昔を語（かた）るか そよぐ風 
  昔をうつすか 澄（す）める水  
  朝夕かたみに 手をとりて 
  遊びし友人（ともびと） いまいずこ 
  さびしき故郷や 
  さびしき我が家（わがいえ）や 
 
硫黄島戦没者慰霊祭で千羽鶴を捧げる 
 
を語り伝えていくことの重要性が認識されるようになった。その結果、平成 14年度（2002
年度）より小笠原村教員委員会の隝田房蔵教育長はじめ関係者の熱心な働きかけにより、
教育課程の一環である「学校行事」として硫黄島訪島事業を中学校２学年の「移動教室」
に位置付け、父島と母島の中学２年生全員が硫黄島を訪問できるようしていった。そのた
め、２学年担当の教員も毎年管理職の他に教員全員が参加できるようになった。 
本来は地域の行事として行われていた硫黄島訪島事業ではあったが、中学校の生徒及び
教員が参加できるようにしたのは、地域の行事を子どもたちの参加によってより活性化し、
継続化していこうとするねらいからであった。 
この決定は、戦争の被害を多く受けた硫黄島島民の
温かい配慮と村教育委員会の英断によって実現した
ものであるが、小笠原村の中学生たちは、日本の中
学生の中で硫黄島に上陸できるのは自分たちだけだ
という事実をよく認識しており、自分たちだけが日
本の中学生を代表して、激戦の地・硫黄島を訪問し、
戦没者の慰霊祭に参加することができるのだという
強い自覚をもつようになっていった。 
 
（４）中学校生徒たちの体験         
小笠原の父島と母島の中学2年生は平成14年（2002年）6月11日の夜から3泊4日の硫黄島
訪島事業に関係者・住民とともに参加することができた。早朝、硫黄島の沖に到着すると、
目の前に平べったい島影と擂鉢山の頂きがよく眺められた。ところどころに硫黄ガスの排
出も眺めることができたが緑の深い島であった。乗客や生徒たちは「おがさわら丸」から
小型の「はしけ」によって硫黄島の仮設桟橋に上陸した。 
準備されていた自衛隊の｢無蓋トラック」に生徒
たちは乗り込み、酷暑の中、目的地に向かって出発
した。途中、亜熱帯特有のスコールに見舞われるこ
ともあったが、生徒たちはびしょぬれになりながら
も｢無蓋トラック」に揺られ、初めての硫黄島の中
を移動していった。 
硫黄島では、到着した日の午前9時30分から戦没
者の慰霊祭が挙行された。 
慰霊祭では戦没者の慰霊碑に父島と母島の各学
校から生徒たちが心をこめて準備してきた千羽鶴
と花束を捧げて黙祷を捧げた。そして、中学生の代
表が「誓いの言葉」（後掲）を読み上げ、再び戦争
の繰り返さないという平和を願う気持ちを表明し
た。 
さらに、この年から村や関係者からの要請もあり、
かって硫黄島守備隊に志願し、家族と別れてこの島
に残った15～16歳の少年兵たちが死の間際に歌っ
  
 
米軍の戦勝記念レリーフ 
栗林忠道中将の観音菩薩像 
硫黄島の戦車の残骸 
ていたといわれる文部省唱歌「故郷の廃家」を島民の前で心を込めて歌った。初めて中学
生たちはこの歌を学校で習い、硫黄島で歌ったが、父島と母島の生徒たちは一緒になって
整列し、慰霊碑の前でしっかりした声で歌うことができた。 
アメリカ軍の攻撃と大規模な戦闘が始まる前に、硫黄島守備隊に志願して島に残った少
年兵たちが暑さに耐えきれず守備していた防空壕から顔を出すと、真っ赤な夕日が顔を染
め、少年兵たちはその夕日に懐かしい家族のことを思い浮かべたのだろう。この「故郷の
廃家」をひとりが歌い、ふたりが歌いするうちに、いつのまにか全員の斉唱となり、それ
を陰で聞いていた守備隊の司令官の一人が、この子らを戦闘の道連れにすることへの偲び
難さに思わず涙を浮かべたという話も残されている。 
慰霊祭の後には自衛隊の｢無蓋トラック」で 
島内を巡った。説明員として自衛隊員の方が同行
して下さった。戦車や大砲などの残骸が当時のま
まに散乱する戦跡や、日本軍の立てこもっていた
防空壕、神社の鳥居の残る集落や学校の跡、アメ
リカ軍の上陸した南海岸、摺鉢山の山腹から山頂
へ、日章旗と星条旗が交互に立てられたといわれ
る最大の激戦地を回った。 
 
 
生徒たちは実際に傷病兵たちを介抱するた
めに使われた医務科壕や総司令官・栗林忠道
中将が自決した場所などを自分の目で直接見
るなかで、この戦争の凄まじさ、悲惨さを自
らの肌で感じることができたと思われる。 
私も、入口より奥に入るほど、地熱により
温度が高くなる医務科壕を見学し、硫黄の臭
気漂う酷暑の中での苛烈な戦いのあり様をよ
く想像することができた。また、栗林中将の
自決された地下壕の入口付近には、後に地中から 
掘り出されたと思われる立派な「観音菩薩像」 
が建立されていた。中将はこの美しい石の「観
音菩薩像」に朝な夕なに祈祷を捧げていたと
伝えられている。 
このような死者の多く出た暗くて深い地下
壕に入ることに抵抗を示す生徒もいた。私は
大人としてその生徒の気持ちも解る気がした。
生徒たちは亜熱帯のジャングルの激しい雨や
突然の陽射し中で、今まで経験したことのな
【誓いの言葉】 小笠原村立小笠原中学校・生徒代表 
私たちは硫黄島を訪問するにあたり、様々な学習を進めてきました。戦前のことから戦時中、そ
して戦後のことについて調べました。父島の夜明山へ実際に行き砲台や発電所跡、銃撃による弾痕
が残るヤシの木などを直接この目で見てきました。硫黄島旧島民の方々に来校いただき、硫黄島に
ついてのお話を伺いました。これらの取り組みを通して感じたことを小笠原中学校の代表として私
たちがお話します。 
戦前の硫黄島は緑豊かで活気に満ちあふれた島でした。食べ物のほとんどはこの島でつくられた
もので、とても豊かな暮らしをしていたことがわかります。学校では遠足や運動会、季節ごとの様々
な行事が行われ、楽しく充実していました。 
しかし、昭和19年、硫黄島は戦場となったのです。島で暮らしていた人々は強制疎開をさせられ、
多くの青年が硫黄島に軍属として残り、軍に協力するように命じられました。そのとき家族は別々
に引き裂かれ、二度と会うことができなくなってしまったのです。島を追いやられた島民たちは現
在もこの地に住むことができないのです。 
硫黄島は米軍たちにとってとても重要な場所でした。日本本土への空爆の際の重要な拠点とした
のです。そのため多くの米軍が攻撃に参加しました。日本軍も硫黄島が取られては本土が空爆され 
てしまうので、硫黄島を守ることに必死でした。硫黄島での戦いは半年以上も続き、約27000人以
上もの命がなくなったのです。緑はほとんど消え、摺鉢山の形すらも変えてしまうほどの激しい戦
いでした。戦後70年以上が経つ現在、硫黄島は昔のような緑を取り戻しつつあると言われています。
しかし、戦争で失われた多くの尊い命、深い心の傷は元にはもどりません。硫黄島には今も未だ見
つかっていない多くの方々の遺骨が眠っています。旧島民の方々の帰島も実現できていません。 
私たちは硫黄島について学ぶことを通じ、平和の大切さと命の尊さを知り、絶対に戦争を繰り返
してはいけないといことを強く感じました。これから平和について考え続けていくとともに、小笠
原村の村民の一人として学んだことを後輩に伝え、平和な世界を築いていくことを誓います。 
 
 
い強い衝撃を受けていたと思われる。硫黄島では体調を崩してしまった生徒も数人いたが、
担当の自衛官の説明をよく話を聞き、説明に耳を傾け、しっかりと見学し、記録をとる生
徒たちの姿は立派であった。 
 当時、硫黄島には移動教室に伴う生徒用の宿舎など用意されていなかったので、生徒た
ちはその後の２泊は「おがさわら丸」に「はしけ」で戻って夜を過ごした． 
最後の夜には硫黄島旧島民の方々から直接当時のお話を伺うことが出来た。「皆さんと同
じ年ごろの兄だけ残して、島を離れるのはつらかった。兄の遺骨はまだどこか硫黄島の森
の森の中に眠っていると思う。私たちが生きているうち遺骨を探し当てたい」などという
旧島民からの印象的深いいくつかの言葉を頂き、そこにいる生徒一同、深くその言葉を心
に刻んで旧島民との交流会を終了した。星のまたたく長い夜の航海を終え、生徒たちは母
島と父島に帰港し、家族や学校関係者から歓迎を受けて、それぞれ自宅への帰路に就いた。 
 【 硫黄島に行った生徒の感想 】 
 今回、硫黄島へ行き、何を思い、何を感じ、何を大切にしていこうと考えたでしょうか。
戦争のない今の日本に生きている私たちは、過去の出来事から学び、未来に生かしていく
義務があると思います。全国でも硫黄島へ行くことができる中学生は小笠原村の中学生に
限られています。小笠原の村民の一人として、みんなだからこそできることは何なのかを
改めて考えていきたいと思いました。 
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３ 伝統芸能と南洋踊りの伝承 
 
（１） 小・中・高 連合運動会と学校での取り組み 
 小笠原諸島には、八丈島から伝来した「小笠原太鼓」、メラネシアなど南洋諸島からも 
ち込まれた「丸木舟」「レモン林」など「小笠原古謡」とよばれるいくつかの民謡や、近年、
ハワイより山口真名美さん（当時・小笠原海洋センター代表・アオウミガメの研究者）に
よってもたらされた本格的な「フラ」や、ジャマイカ発祥の金属製の楽器「スティールパ
ン」などの芸能があり、多くの島民に愛されている。 
「南洋踊り（なんようおどり）」は、そうした小笠原諸島に見られる伝統芸能を代表する
大切かものである。2000年（平成 12年）に「小笠原の南洋踊り」として東京都指定無形民
俗文化財に指定されている。 
小笠原小・中・高等学校では、毎年 10 月
10日頃、３校合同で「連合運動会」を開催し
ている。かって、日本の各地でもそうであっ
たように運動会は学校教育の発表の場であ
ると同時に村落の祭りとして大切にされ、学
校と住民が一体となってその行事を大切に
してきた。小笠原にはそうした伝統が今でも
よく守られている。 
学校の児童・生徒だけが参加する競技種目
だけではなく、村民も参加できるプログラム
が多く工夫され、紅白対抗で昼食をはさんで
楽しめるような内容となっている。高校生男子の団旗を掲げた応援合戦や高校女子のチェ
アリーディングなども見どころのひとつである。そうした中で、村民の関心を強くひいて
いるのが、小学生による「こども南洋踊り」である。 
「こども南洋踊り」は平成 3 年（1991 年）頃から連合運動会の集団演技の一つとして取
り上げられてきた。児童に歌や踊りを学校で指導するために教員は村の伝承者からこの南
 前浜での南洋踊り 
洋踊りを苦労して学習する努力を積み重ねられてきた。踊りの衣装も工夫し、女子は赤い
ハイビスカスの花を頭にさしたり、男子はバンダナをつけたり、腰蓑は椰子の葉やスズラ
ンテープを利用するなど保護者が協力して作っていった。楽器も本来からある民俗楽器、
タマナ(てりはぼく)の幹をくり抜いて作った木製の割目太鼓「カカ」だけでなく、竹製の
「バンブー太鼓」などを工夫して、毎年、連合運動会で発表していた。 
小笠原小学校では３年生の「総合的な学習の時間」が始まってからも伝統文化の学習の
一環として、この「こども南洋踊り」の練習を継続している。小学校の教員は「南洋踊り
保存会」から派遣された地域の指導者とともに児童との練習を計画的に行っている。 
 
(２)南洋踊りの由来 
亜熱帯に属する小笠原諸島は、東京都の最南端に位置しているが、かっては欧米系の船
乗りたちに Bonin Island(無人島)と呼ばれており、そこに人が定住するようになったのは、
今から僅かに百数十年あまり前に過ぎなかった。小笠原諸島の父島に人間が最初に定住し
たのは天保元年 (1830年)のことで、日本政府が小笠原諸島の領有について諸外国に通告し、
その領有権が確定したのは明治 9年 (1876年)のことであった。その後、日本は第一次世界
大戦後の大正 11 年（1922 年）、ベルサイユ条約によって赤道以北の旧ドイツ領の島々を委
任統治することとなる。「南洋踊り」の由来を考える時、戦前におけるわが国と南洋諸島と
の関わりを抜きに語ることは出来ない。小笠原で培われてきた文化は南方の影響を強く受
けており、小笠原は南洋の島々と日本との文化的交流の窓口になっていたとも考えられる。
小笠原の「南洋踊り」は、そのような歴史的風土のなかで、「丸木舟」「レモン林」など南
方系の民謡とともに踊り歌い継がれてきたものであり、小笠原における伝統文化を考える
上で貴重な存在となっている。 
この「南洋踊り」は、昭和 43年（1968年）
の本土復帰頃までは一般的には｢土人踊り
（どじんおどり）｣と呼ばれていた。大正末
から昭和初期にかけて、当時の日本がサイパ
ン、トラック、パラオ等のミクロネシア地域
を委任統治領としていた頃に、小笠原と南洋
諸島のあいだには、様々な文化的・経済的・
人的な交流があったと思われる。その頃、父
島にあった聖ジョージ教会の初代牧師の長
男・ジョサイア・ゴンザレスがサイパン島や
トラック島から歌や踊りを父島に持ち帰ったことが始まりであるといわれている。 
当時、日本統治下のミクロネシア各地では、欧米海軍の軍事訓練の様子からヒントを得
て作った号令に会わせて踊る｢行進踊り｣が盛んに行われていたが、これが南洋踊りにも影
響をあたえている。また、南洋の島々の共通語であった日本語を使用し、日本語交じりの
歌詞に合わせて踊ることも行われており、今でも南洋諸島の一部では大切に保存されてい
る。 
この南洋踊りの伝承、普及にあたって大きな役割を果たしたのは小笠原の小学校教員、
菊池虎彦である。彼は東京の大学卒業後、郷里の小笠原で小学校の教員となり、後に小笠
 原支庁に勤務し、当時、夜間に開校されていた村の青年学校において、島の若者たちへの
教育に当たり、そこで、南洋諸島から伝えられたこの踊りを教えていたといわれている。 
島の若者の間に広まったこの踊りは、やがて大神山神社例大祭の日に踊られるなど、島
全体の文化として定着していった。昭和 10年代初めには母島にも伝播しているが、南洋踊
りは本土から小笠原へ派遣されてきた兵隊の間でも人気があり、演会の席などでも披露さ
れるようになった。 
その後、太平洋戦争の激化に伴い小笠原島民は本土へ強制疎開となり、南洋踊りは一時
途絶えたが、本土復帰後、浅沼正之らを中心に南洋踊りが復興され、昭和 56 年（1981 年）
には「南洋踊り保存会」も設立されて、現在に至っている。 
 
 (３)南洋踊り保存会の活動 
昭和 43年（1968年）小笠原復帰協定が締結され、当時の美濃部亮吉東京都知事が来島し
た際に、歓迎行事の中で島民有志や帰島した島民が集まって、南洋踊りが披露されたとい
われている。その後、東京都が文化財保護のために行った「民謡発掘調査」（1981年）をき
っかけに南洋踊りの保存と伝承を目的とした「南洋踊り保存会」が結成された。 
                     「南洋踊り保存会」の活動内容としては、
まず、夜間に行われる定期的な南洋踊りの
練習会がある。また東京と父島を結ぶ定期
船「おがさわら丸」の見送り、観光客への
体験指導などがある。また更に毎月 1 回か
ら数回ほどの各種イベントで首飾り、腰蓑
などの衣裳をつけて踊りを披露する。例え
ば正月元旦の「海開き」にはじまり、６月
２２日の小笠原の「返還祭」や「郷土芸能
の夕べ」などにも必ず参加する。また東京
そのほかの内地で開催されている小笠原を
紹介する観光イベントにも、内地在住の会
員にも呼びかけて参加するなど、さまざま 
な機会を利用して南洋踊りの普及活動に取り組んでいる。 
とくに重要なのは、小笠原小学校での小学生を対象とした練習会である。小・中学校の
体育館を会場に、前述した連合運動会での出演を目指して南洋踊りの練習をしている。私
も小笠原中学校校長時代に「南洋踊り保存会」に入会し、その一員として小学校の練習会
や連合運動会の発表にも参加したことがある。この練習会をきっかけに親子で「南洋踊り
保存会」に入会し、本格的な踊り手としてデビューするものも多かった。 
 
(４)南洋踊りの歌詞  
東京都の無形民俗文化財に指定された「南洋踊り」は、「ウラメ」「夜明け前」「ウワ
ドロ」「ギダイ」「締め踊りの唄（アフタイラン）」の五つの曲からなりたっている。 
5曲とも独特の踊りがついている。歌詞はカタカナ標記のものが多いが、２曲目の「夜明
け前」と締め踊りの歌である「アフタイラン」の一部以外は、南洋諸島の言葉で、「夜明け
港での保存会の記念写真 
前」なども日本統治下の学校の中で日本語教育を受けた現地の人が作ったものと思われて
いる。まだその多くは意味の解明されてない南洋諸島の言葉であるが、北カロリン諸島や
パラオなどの言語が含まれていると言われている。 
小笠原の「南洋踊り」はミクロネシアの「行進踊り」やヤップ島の「マース」、「テン
プラオドリ」などとの関係も深いといわれているが、踊り手の踊る位置の移動はほとんど
ない。冒頭に「レフト、ライト」と英語で号令し、掛け声を合図に踊り始めるが、絶えず
前進するわけではなく、足踏みして調子を合わせてから、その場で踊り続ける。パレード
などの場合、行進用の振り付けをすることもあるが、イベントでの踊り披露や練習会の時
には、踊り手たちは固定された位置で踊ることになっている。 
また、片方の足を踏み出しながら回した腕の反動を使って腰を強くポンと叩いたり、｢締
めの踊り｣の最後に全員で同じ方向を向いて、両手を高く上げ、何かを捧げ持つような仕草
をするところなども、ミクロネシアの「ボディパーカッション」を特徴とする伝統的舞踊
に類似していると言われている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南洋踊りの歌詞  
小笠原村「南洋踊り」東京都無形民俗文化財 
◆ウラメ  （２度繰り返し） 
ウラメウ ウルリイイウメ エファンリイイトゴ オシマアアアア 
ワンガリ イヤウェヤウェヤウィ イリエ エファンガアウェニモー 
◆夜明け前 
夜明け前に あなたの夢見て 起きるとみたら たいへん疲れた 
もし出来るなら ああ 小鳥になって あなたのもとへ 時々飛んでゆく 
私の心 あなたのために たいへんやせた 死ぬかもしれません 
◆ウワドロ    （２度繰り返し） 
ウワドロフィ イヒヒ イヒヒー 
ウワドロフィ イヒヒ イヒヒー 
ウワドロフィネミネ ウェレルガ アラレンガ リワツグラ 
ウェゲルガツグラ ゲッセ メネデキントー 
サヴエンダ リッヒウェンダ イヒヒ イヒヒ イヒヒー 
ホホサヴエンダ リッヒウェンダ イヒヒ イヒヒ イヒヒー 
◆ギダイ 
ギダイノ ウィピネイ ウェナウィヤウィヤ 
ヤワウィヤ ウィヤガ センワラウ 
ヤワウィヤレンゲツゥイ ルギメッセ ミナティバ 
テギラニ マナヨウエマシゲレ 
ローレ ローレ ローレ ロレラサンバー  
ウェーイ ウェーイ ナン 
南洋踊りの歌詞 （続き） 
小笠原村「南洋踊り」東京都無形民俗文化財 
 
◆アフタイラン 
（ 私はよーく寝ました 昨晩ゆーめをみーました 
その時私はたいへーんよ 
困りましたがわかりませーん ） 
アフタイラン アナダイ スリータイム 
ワン・ツー・スリー ワン・ツー・スリー 
アフタイラン オブ・ストップ 
 
 
 
４ 小笠原中学校と私（まとめ） 
 
私は大学生時代、沖縄県の八重山諸島で毎夏サークルの仲間と民俗調査をしていた。 
島の公民館長（村長）さんにお願いして、公民館や小学校の教室をお借りして、そこで自
炊をしながら島の歴史や民俗や自然について調査していた。 
 学園紛争に明け暮れる「ヤマト（本土）」での生活を遥かに離れ、亜熱帯での２カ月ちか
くに及ぶ自炊生活は、私にとって忘れがたい貴重な経験を残してくれた。 
 珊瑚礁の海の蒼さ、海を黄金色に染めて昇る太陽、亜熱帯の不思議な動植物など、八重
山諸島の原始のままの大自然の魅力に私たちは強く心を惹かれた。 
 村の小学校の私たちの借りている教室にはいつも何人かの島人がやってくる。最初にや
ってきたのは好奇心いっぱいの村の子どもたちである。子どもたちは私たちとすぐ仲良く
なれる。村の高齢者たちもよくやってくる。都会から離れて不自由そうな生活をしている
「ヤマトンチュ（本土人）」の学生をかわいそうに思ったのか、野菜やバイナップルなどの
食べ物を差し入れてくれるのである。 
 島の小学校は、外来者の寄り来る場所でもある。島の外から、さまざまな知識をもった 
来訪者）たちが次々とやってくる。 
 私たちの滞在している間にも、当時まだその存在が確認されていなかった「イリオモテ 
ヤマネコ」を追って、動物学者たちがよく学校に立ち寄っては泊まっていった。 
 また、この群島に伝わる「アカマタ．クロマタ」という仮面の来訪神を祭る秘密結社を
調査していたオーストリアの著名な文化人類学者も、私たちの宿舎を訪れ、しばらく滞在
しては、貴重な情報を私たちに伝えてくれた。 
学校はその村の人々にとっては外界からの貴重な情報の集積地であり、そして発信地 
でもある。村の人たちが学校で「寄り合い（集会）」を行うことによって、外界からの 
情報は共有化され、暮らしの中で生かされていく。学校という空間は村の人たちの生活と
文化の向上のために重要な役割を果たしてきていたのである。 
 日本民俗学では、｢来訪神（マレビト）信仰」といって、共同体を訪れる来訪者を、その
共同体に新しい知識や豊穣をもたらす神として畏怖し、歓迎してきた伝統がある。 
 これからの学校は、開かれた学校として、地域や外からの来訪者を大切にし、そのもた
らす豊かな情報を学校という共同体の活性化のために工夫しながら生かしていくことが必
要であると思われる。 
小笠原村は、かって欧米系の言語を使用していた先住民の文化と日本が委任統治領とし
て統治していたメラネシアなどの南洋諸島の文化が色濃く混じり合っている地域である、
そしてまた、亜熱帯の密林や硫黄島などに太平洋戦争時代の歴史的な傷跡が、まだ色濃く
強く残っている場所でもある。 
 小笠原村教育委員会では、そうした自然・歴史・文化の特性を踏まえ、平成 15 年度(2003
年度)より語学教育と国際理解教育の充実のために小・中学校へネイティブの「英会話指導
員」を導入し、父島と母島に派遣するなど新しい試みを行っている。また、パソコンを使
用する生徒や教師の力量向上のために地域の情報インストラクターの方に定期的に来校し
て頂き、技術指導を受けている。また東京都より派遣された「スクールカウンセラー」は
父島の小笠原村の村営住宅に部屋を借りて常駐し、日程を確認しながら父島と母島の各学
校を往復し、児童・生徒の相談相手として重要な役割を果たしている。 
 私は小笠原村立小笠原中学校の校長として 3 年間小笠原村父島に滞在し、学校経営に携
わってきたが、その時にも大学生時代の八重山諸島での民俗調査の経験が大いに役に立っ
た。校長は、これからもそれぞれの地域での学校教育の充実のために、地域の方々と連携
し、外からの「マレビト」(来訪者)がもたらす貴重な力を学校教育のあらゆる場面おいて活
用できるよう工夫していく必要があると思われる。 
今回、私はこの『亜細亜大学課程教育研究紀要第５号』に「総合的な学習の時間」の展開と
特色ある学校づくり（前篇）および「硫黄島訪島事業」と伝統芸能「南洋踊り」の継承（後
篇）について｢小笠原の自然・歴史・文化と学校教育｣と題して拙稿を寄せさせて頂いたが、
原稿を執筆していく過程で、新たに発見できた課題も多くあった。今後、そうした課題の
究明について一層努力していきたいと考えている。 
                      （以上） 
 
 
